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（定 員 65人）
（定 員 80人）

知 的 障 害 者 の 自 立 支 援 障 害 者 の 地 域 生 活 支 援 高 齢 者 の 介 護 ・ 援 助

健 全 な 児 童 の 育 成

在 宅 障 害 者 の 生 活

障害者支援施設

袋 井 学 園
あ き は 寮

・
・

（定 員 90人）

（定 員 15人）

（定 員 90人）

（定 員 65人）

（定 員 15人）

障害者支援施設

あ き は 寮 生 活 介 護

あ ゆ み の 家 （ 分 場 ）

袋 井 学 園 生 活 介 護
障害福祉サービス

ワ ー ク ス つ ば さ

も み の 木 （ 分 場 ）

相談支援事業めいわラック

地 域 療 育 等 支 援 事 業

・

・

・

・

・

●生活介護（20人）●就労移行支援（10人）
●就労継続B型（50人）

（定 員 30人）
障害者共同生活援助

オ ラ ン チ

障害者就業・生活支援センターラック

中東遠ワークセンターワークラック

・

・

・

明 和 第 一 保 育 園

明 和 第 二 保 育 園

明 和 保 育 園 オ ハ ナ

明和第二保育園くるクル

め い わ 可 睡 保 育 園
めいわ可睡保育園併設

子 育 て 支 援 セ ン タ ー

め い わ 月 見 保 育 園
中東遠総合医療センター内

こ と り 保 育 園

（定 員 90人）

（定 員 90人）

（定 員 15人）

（定 員 90人）

（定 員 90人）

（定 員 50人）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

特別養護老人ホーム

明 和 苑

明和苑併設

デイサービスセンター

シ ョ ー ト ス テ イ

ホームヘルプサービス

居 宅 介 護 支 援 事 業

デイサービスセンター

明 和 か ら す 森

養護老人ホーム

袋 井 市 立 可 睡 寮

袋井北部地域包括支援センター

サービス付き高齢者向け住宅

明 和 ふ か み の 里

明和ふかみの里併設

デイサービスセンター

（定 員 80人）

（定 員 25人）

（定 員 15人）

（定 員 25人）

（定 員 50人）

（定 員 28人）

（定 員 20人）
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平成29年9月1日　開所

サービス付き高齢者向け住宅　明和ふかみの里

社会福祉法人 明和会　理事長　八谷 重之

　明けましておめでとうございます。旧年中は法人並びに各施設につきましてご支援

ご協力をいただき感謝申し上げます。昨年同様、本年もよろしくお願いいたします。

　一昨年度、社会福祉法人明和会は創立50周年を迎える事ができました。昨年度か

らが次の50年に向けての出発でした。しかし最近の社会情勢から社会福祉を取り巻

く状況はこれまでの50年とはまったく変わっていくだろうと予想しています。例え

ば社会福祉法人については経営の透明化や地域貢献、人材育成への取組がスタンダー

ドとして求められる時代が始まっています。経営の透明化については早い段階から会

計・税務や労務管理は公認会計士・社会保険労務士などの専門職からのアドバイスを

もとに業務を進めてきました。さらに各施設の福祉サービス第三者評価も一巡し、二

巡目として介護保険関係事業所から受審を始めています。この結果については情報の

提供として県のHPにおいて公表されています。決算についても明和かわら版や法人

HPでの公表を行っています。地域貢献についてでは一例としてボランティア活動へ

の支援があります。地域の学生の社会福祉活動へのきっかけになればと考え、独自活

動としてカジュアルボランティア制度を創設し19年延べ1,871人の人たちが参加し

ていただけました。この中には資格を取得し福祉職として活躍している方もいます。

さらに専門的な活動として、職業準備訓練を実施しています。これは障害者手帳を取

得していない方も対象とした職業相談や簡易適性検査、希望者への就職に向けた準備

訓練を行うもので無料で利用できるものです。

　昨年の新規事業は「めいわ月見保育園」小規模保育所「明和保育園オハナ」の開園、

サービス付き高齢者向け住宅・デイサービス「明和ふかみの里」を開設し、さらに今

年の3月には小規模多機能型居宅介護事業所「明和ふかみの家」の開設を行います。

これらは子育て支援と高齢化に向けての地域のニーズを満たすための事業です。

　このように明和会は新しい社会福祉法人のあり方を模索し、体制を整えてまいりま

したが、昨年度は人材確保・育成の視点から各種の研修会の実施や参加、資格手当・

夜勤手当の倍増、奨学金の返済補助などを行ってきました。まだまだ次の50年に向

けての基礎固めをしばらくは続ける必要があると考えています。職員一同より質の高

い福祉サービスの提供に努めます。今年もよろしくお願い致します。

年頭のご挨拶
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特集

● 居 室 ●

● ホール ●

● 浴 室 ●

● 食 堂 ●
● 住 所 ●

平成29年9月1日　開所平成29年9月1日　開所

サービス付き高齢者向け住宅　明和ふかみの里サービス付き高齢者向け住宅　明和ふかみの里

平成29年9月1日　開所

サービス付き高齢者向け住宅　明和ふかみの里
平成29年9月1日　開所

サービス付き高齢者向け住宅　明和ふかみの里

一人ひとり個室になっています！
各居室に洗面台、トイレ、大きな収納スペースがあります！

２階・３階にはそれぞれホールがありま
す。
ここでは皆さん、温かい飲み物を飲んだ
り、一緒にお話ししたりと、団らんの場と
なっています。

サービス付き高齢者向け住宅とは？
60才以上の元気な方、要支援・要介護の
方も入居できる住宅です。
主なサービスとして
　・安否確認サービス
　・生活相談サービス　　があります！

明和ふかみの里
静岡県袋井市深見１７６４
電話番号　0538-31-3788

施設見学等、ご希望の方はお気軽に
お電話下さい！

食堂は窓も大きく、とても明るいです。
皆でお話しながら、楽しく食事を食べています。

浴室は個浴になっており、好きな時間に入浴出来ます。
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1日の日課 ● レクリエーション ●

● 浴 室 ●

平成29年11月1日　開所平成29年11月1日　開所

明和ふかみの里　デイサービスセンター明和ふかみの里　デイサービスセンター

平成29年11月1日　開所　

明和ふかみの里　デイサービスセンター
平成29年11月1日　開所　

明和ふかみの里　デイサービスセンター

一人ひとりに合わせて、皆が楽しめるような
レクリエーションを日替わりで行っています。

● 個別のアクティビティ ●

毎月壁画を皆
で協力して製
作しています。
趣味的な活動
も取り入れて
います。

最新の機械浴と一人でゆっくり浸かれるお風呂が2ヵ所
あります。

● たたみスペース ●

日当たりも良く、ゆっくり休憩できます。

９：１５ 健康チェック
  体温・血圧測定

９：４０ 健康体操
  ラジオ体操など

１０：００ ウォーキング
  建物の周辺を散歩します。

１０：３０ ティータイム
  その日に飲みたい飲み物を・・・
  コーヒー、紅茶、ハーブティー、緑茶、ココア

１１：００ レクリエーション
日替わりで身体を動かすレクリエーションを
行います。

１１：４５ 口腔体操
食事前に口の周りの筋肉をほぐす体操をし
ます。

１２：００ 昼食
  口腔ケア・歯磨き

１３：３０ 入浴
  ひとりずつゆっくり入れます
 個別のアクティビティ
  絵を描いたり、お裁縫をしたり・・・
  趣味的活動

１５：００ 日替わりのおやつ

１６：15 帰り支度
体操をして身体を整えてから、帰りの支度を
します。

１６：３０ 帰宅

特集
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　「サービス付き高齢者向け住宅」とは、比較的元気な高齢の方が居住するための住宅です。基本的には
「安否確認」と「生活相談」が義務付けられてはいますが介護施設とは異なり、看護師など医療関係者が
勤務している福祉施設ではありません。昼間は比較的自由に暮らす事ができます。
　しかし今回オープンした「明和ふかみの里」は1階に介護保険によるデイサービスセンターを併設して
あり、2・3階が住宅部分になっており要介護度がある方は1階のデイサービスを利用する事も可能です。デ
イサービスには看護師が勤務していますので健康に不安のある方でも安心して利用できます。
　「明和ふかみの里」の特徴の一つは各室に音と温度のセンサーをおき、24時間異常を感知できる設備
を置いた事です。部屋の中での転倒事故、発熱や夜間の異常行動をいち早く感知し夜間勤務者に通報し
早期対応が可能になります。これらの異常はすべて発生時間など自動で記録され、夜間勤務者の負担軽
減に貢献すると考えています。
　食事は有料ですが栄養士がメニューを作り、特別な配慮の必要な方にも一日3食提供できます。福祉施
設では基本利用料は無料化低額ですが高齢者向け住宅は利用するサービスの利用料は有料となっていま
す。その分自由度が高く利用しやすい制度になっていると考えています。

「明和ふかみの里」の利用料は
敷金 110,000 円/初回のみ
家賃 55,000 円/月 非課税
共益費 30,000 円/月 非課税
基本サービス 20,000 円/月 税別
食費 48,000 円/月 税別

となっています。このほかにも金銭管理・買い物代行・通院付き添い・洗濯
部屋の掃除・外出付き添い、などが有料サービスになります。
日常的な生活支援や緊急時対応などは基本サービスに含まれています。
詳細については、直接「明和ふかみの里」または法人本部にお問い合わせください。

　本年3月には、同じ敷地に小規模多機能型居宅介護事業所「明和ふかみの家」もオープンします。これ
は登録制でデイサービスとショートステイ、ホームヘルプが利用できるものです。
概要は表のとおりです
名称 明和ふかみの里 明和ふかみの家
種別 サービス付き高齢者向け住宅 デイサービスセンター 小規模多機能型居宅介護

定員 28床 20人
（うち障害者受入8人）

登録人数29人
通い15人
泊まり6人

敷地面積 1756.47m2

建物 鉄骨造3階建て 木造平屋建て

建物床面積
1396.33m2

264.00m2
1231.60m2 164.73m2

職員（一部予定） 7人 5人 11人

　明和会では、これまでの経験を基に、持続性のある新しい福祉サービスを目指しています。例えばこの
「明和ふかみの里」「明和ふかみの家」の衣類や寝具の洗濯を障害のある方の作業に出来ないかと隣地
の確保を計画しています。これが叶えば、新しい障害者就労事業が立ち上がります。人の困難を人の力で
解決する仕組みを作りたいと願っています。ご理解とご協力をお願いします。

サービス付き高齢者向け住宅「明和ふかみの里」オープン
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仕　事

給　与

勤務地

明和会規定・経験による

（正社員・パート）

袋井市内各社会福祉施設

①支援スタッフ 袋井学園・あきは寮
②介護スタッフ 明和ふかみの家・明和苑・明和苑デイサービスセンター
③保 育 士 明和第一保育園・めいわ月見保育園
④介護支援専門員 明和ふかみの家
⑤看 護 師 明和ふかみの家・明和苑・明和苑デイサービスセンター

　明和会では福祉施設でいっしょに働く
スタッフを募集しています。ぜひ「手と手・
心と心が響きあう仕事」をいっしょにやり
ませんか？
　性別・年齢・経験は問いません。やる気が
あれば大歓迎です。

スタッフ
募集

時間、年齢、資格は相談に応じます。
育児休業最長3年とれます。
働きながら国家資格が取得可。

※見学も随時受け付けております。
　応募者は電話連絡後、履歴書の持参・
　送付をお願いします。

袋井市広岡4296 明和会本部 大石まで

☎0538-42-3228

明和会の仲間に
なりませんか？

をオープンします！！

平成30年3月に新たに
小規模多機能型
居宅介護事業所

「明和ふかみの家」

小規模多機能型
居宅介護事業所

「明和ふかみの家」
をオープンします！！

平成30年3月に新たに

「
明
和
苑
運
動
会
」

介
護
員　

青
野 

雅
史

　

十
月
二
十
八
日
に
明
和
苑
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。利
用
者
さ

ん
の
普
段
で
は
見
ら
れ
な
い
様
子
や
と
て
も
良
い
笑
顔
が
と
っ
て
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。思
っ
て
い
た
よ
り
も
手
や
体
を
動
か
し
た

り
、元
気
よ
く
発
言
さ
れ
た
り
と
、普
段
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は

違
っ
た
必
死
な
顔
も
あ
り
、ご
家
族
の
方
の
笑
顔
も
印
象
的
で
、と

て
も
微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　

利
用
者
、援
助
者
と
の
垣
根
な
く
一
丸
と
な
っ
て
競
技
へ
打
ち
込

み
、施
設
が
一
体
と
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

普
段
は
関
わ
り
の
少
な
い
北
館
の
利
用
者
の
様
子
も
よ
く
見
ら

れ
て
、苑
全
体
の
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

恒
例
の
最
後
の
綱
引
き
で
は
、利
用
者
の
ご
家
族
と
職
員
が
一
緒

に
参
加
し
て
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
、ま
た
、今
年
は
全
競
技
を
終

え
て
三
十
点
差
と
近
年
稀
に
見
る
大
接
戦
。今
年
は
北
館（
赤
組
）

の
勝
ち
と
な
り
ま
し
た
が
、怪
我
も
無
く
、大
盛
況
の
う
ち
に
二
時

間
と
少
な
い
時
間
内
で
し
た
が
、と
て
も
充
実
し
た
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。 し

せ
つ

し
せ
つ

し
せ
つ

し
せ
つ

し
せ
つ
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

宣誓!正々堂々とケガをしないように、
ほどほどに戦います!

「今年こそ勝つぞー!」 「おぉー!!!」
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「
バ
ス
旅
行
」

支
援
員　

永
田 

裕
子

　

九
月
二
十
七
日
、舘
山
寺
サ
ゴ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
へ
、大
衆

演
劇「
花
の
三
兄
弟
」を
観
に
出
掛
け
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
は
久
々
の
外
出
で
、嬉
し
さ
を
隠
し
き
れ
な
い
様

子
で
し
た
。以
前
見
た
車
窓
の
景
色
に
昔
話
も
弾
ん
で
い
ま

し
た
。

　

到
着
後
、皆
さ
ん
が
最
初
に
気
に
な
っ
て
い
た
の
は
お
土
産

で
し
た
。「
何
が
あ
る
か
な
」、「
ど
れ
に
し
よ
う
か
」と
、目
を

皿
の
よ
う
に
し
て
探
し
て
い
ま
し
た
。お
土
産
を
手
に
、ニ
コ
ニ

コ
顔
で
二
階
の
大
広
間
へ
行
き
ま
し
た
。普
段
な
か
な
か
食
べ

ら
れ
な
い
豪
華
な
お
料
理
に
、舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

食
後
は
、三
階
の
大
ホ
ー
ル
へ
移
動
し
、演
劇
が
始
ま
る
ま

で
、何
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
思
い
が

職
員
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。ア
イ
ス
や
ノ
ン
ア
ル
ビ
ー
ル

を
飲
み
な
が
ら
芝
居
を
堪
能
し
、二
部
の
舞
踊
シ
ョ
ー
と
な

り
ま
し
た
。「
い
い
ぞ
」、「
そ
れ
っ
」と
掛
け
声
も
あ
が
り
、初

め
て
演
劇
を
見
る
方
も
多
く
、残
暑
厳
し
い
日
が
続
く
中
、一

日
本
当
に
楽
し
い
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
中
で
満
足
し
た
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
て
、さ
あ

次
は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
と
考
え
る
の
も
ま
た
楽
し
み
で
す
。

「
か
わ
い
い
交
流
会
」介

護
員　

大
場 

雅
子

　

今
年
か
ら
す
森
で
は
保
育
園
の
園
児
を
お
招
き
す
る
交
流
会

を
始
め
ま
し
た
。六
月
の
一
回
目
は
絵
画
療
法
、二
回
目
の
納
涼

祭
、三
回
目
の
運
動
会
、十
二
月
に
は
し
め
縄
作
り
を
し
ま
し

た
。

　

交
流
会
の
と
き
は
い
つ
も
最
後
に
か
ら
す
森
の
皆
さ
ん
か
ら
子

ど
も
た
ち
に
お
土
産
を
渡
し
て
い
ま
す
。一
緒
に
植
え
た
ひ
ま
わ

り
の
鉢
、小
さ
な
額
、木
の
パ
ズ
ル
、塗
り
絵
の
パ
ズ
ル
、小
さ
な
手

に
収
ま
る
小
さ
な
雑
巾
な
ど
で
す
。

　

か
ら
す
森
で
は
毎
日
創
作
活
動
を
し
て
い
ま
す
が「
か
わ
い
い

子
ど
も
た
ち
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
」と
お
願
い
す
る
と
、皆
さ
ん
い
つ

も
以
上
の
力
を
発
揮
し
て
た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
作
っ

て
く
れ
ま
し
た
。運
動
会
の
前
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を

利
用
し
て
小
さ
な
タ
コ
を
み
ん
な
で
百
匹
作
り
ま
し
た
。運
動
会

で
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
輪
に

な
っ
て
タ
コ
釣
り
ゲ
ー
ム
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
来
る
と
か
ら

す
森
の
皆
さ
ん
、本
当
に
い
い
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。自
分

の
世
界
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な

方
、気
難
し
い
方
、怒
り
っ
ぽ
い

方
、そ
ん
な
方
々
も
自
然
と
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。ご
自
分
の
お

孫
さ
ん
ひ
孫
さ
ん
に
重
な
る
の

で
し
ょ
う
か
、ま
た
子
育
て
の
頃

を
思
い
出
す
の
で
し
ょ
う
か
、感

極
ま
っ
て
涙
ぐ
む
方
も
い
ま
す
。

　

皆
に
笑
顔
と
喜
び
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
子
ど
も
の
パ
ワ
ー
は

驚
異
で
す
。こ
の
か
わ
い
い
交
流

会
を
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
板
の
ぼ
り
が
ん
ば
っ
た
よ
」

保
育
士　

佐
藤 

恵
子

　

九
月
三
十
日
、心
配
し
た
天
候
も
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す

る
か
の
よ
う
に
、さ
わ
や
か
な
秋
の
風
が
吹
く
絶
好
の
運
動
会

日
和
と
な
り
、第
三
十
九
回
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

き
り
ん
組
の
鼓
隊
で
始
ま
り
、乳
児
ク
ラ
ス
は
、親
子
競

技
・
玉
入
れ
、幼
児
ク
ラ
ス
は
、か
け
っ
こ・パ
ラ
バ
ル
ー
ン・
親
子

競
技
等
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、五
歳
児
の「
き
り
ん
ピ
ッ
ク
」は
、板
の
ぼ
り
に

は
じ
ま
り
、鉄
棒
や
跳
び
箱
に
挑
戦
す
る
と
い
う
、注
目
を

集
め
る
種
目
の一つ
で
す
。

　

板
の
ぼ
り
は
、自
分
の
背
丈
よ
り
高
い
板
に
と
び
つ
い
て
よ

じ
登
り
、勢
い
よ
く
跳
び
降
り

ま
す
。練
習
を
始
め
た
九
月
頃

は
、上
手
く
よ
じ
登
る
こ
と
が

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
も
、練

習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、少

し
ず
つ
上
達
し
、「
や
れ
ば
で
き

る
」 

「
が
ん
ば
ろ
う
」と
い
う
気

持
ち
が
沸
き
起
こ
り
、恐
怖
心

も
吹
っ
飛
び
、表
情
に
自
信
が
み

な
ぎ
り
、ひ
と
り
ひ
と
り
が
、練

習
開
始
か
ら
比
べ
る
と
明
ら
か

に
進
歩
し
た
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

元
気
よ
く
名
前
を
言
っ
て
、

果
敢
に
挑
戦
し
た
き
り
ん
組
の

み
ん
な
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し

た
か
。

美味しいー

演劇　待ち遠しいな!

よいしょ!!上手に越えられたよ。 腕に力を入れて...もう少しで登れるぞ!

いろんなお顔のタコが
たくさんできました

きれいに塗ったぬり絵をカットして
パズルにしました。

－ 7 －



「
オ
ハ
ナ
も
運
動
会
に
参
加
し
た
よ
」

保
育
士　

梶
原 

珠
美

　

小
規
模
保
育
園
オ
ハ
ナ
は
開
園
し
て
半
年
に
な
り
ま
す
。

九
月
二
十
三
日（
土
）に
行
わ
れ
た
明
和
第
二
保
育
園
の
運

動
会
に
親
子
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
二
保
育
園
、年
長
児
の
鼓
隊
演
奏
の
後
、親
子
で
手
を

つ
な
ぎ
入
場
行
進
を
し
ま
し

た
。ま
た
、親
子
競
技
は
歳
児
別

に
わ
か
れ
、第
二
保
育
園
の
同
年

齢
の
ク
ラ
ス
に
混
じ
っ
て
、マ
ッ
ト

の
山
を
登
っ
た
り
、ト
ン
ネ
ル
く

ぐ
り
を
し
た
り
、ヨ
ー
イ・ド
ン
を

し
て
元
気
よ
く
走
り
き
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
し
た
後
は
、ハ
イ
・ポ
ー

ズ
と
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
で
親
子
一
緒

に
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

玉
入
れ
に
も
参
加
し
、第
二

保
育
園
の
乳
児
組
と
一
緒
に
触

れ
合
い
、楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
き
な
集
団
に
混
じ
っ
て
初

め
て
参
加
し
た
運
動
会
で
し
た

が
、職
員
の
心
配
を
よ
そ
に
子
ど

も
達
は
元
気
よ
く
笑
顔
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
経
験
が
で
き
た

と
共
に
、こ
れ
か
ら
も
家
族
の
よ

う
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
運
動
遊
び
だ
い
す
き
！
」

保
育
士　

谷
末 

秋
男

　

月
に
一
度
、も
も
組
の
二
歳
児
は
気
の
い
い
羊
達
エ
ン
ジ
ョ
イ

キ
ッ
ズ
の
し
げ
ち
ゃ
ん
先
生
と
一
緒
に
運
動
遊
び
を
行
っ
て
い

ま
す
。基
本
的
な
身
体
の
運
動
機
能
を
サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
で

育
て
、相
手
を
見
て
話
を
聞
き
順
番
に
並
ん
で
待
つ
な
ど
の

社
会
性
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

運
動
遊
び
と
し
げ
ち
ゃ
ん
先
生
が
と
て
も
大
好
き
な
子

ど
も
達
、「
今
日
し
げ
ち
ゃ
ん
先
生
来
る
の
?
」「
早
く
し
げ

ち
ゃ
ん
先
生
に
会
い
た
い
よ
!
」と
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
た
り
、鉄
棒
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
、

マ
ッ
ト
か
ら
跳
ん
だ
り
、全
身
を
使
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
姿
は

真
剣
そ
の
も
の
。新
し
い
遊
具
や
遊
び
を
見
つ
け
た
時
の
期

待
感
に
あ
ふ
れ
た
表
情
は
と
て
も
輝
い
て
い
ま
す
。活
動
の

四
十
分
間
は
子
ど
も
達
の
笑
い
声
が
ホ
ー
ル
中
に
響
い
て
い

ま
す
。

　

運
動
遊
び
は
楽
し
み
な
が
ら
自
分
を
守
る
力
を
身
に
付

け
た
り
、あ
き
ら
め
な
い
心
を
自
然
と
身
に
着
け
て
い
き
ま

す
。楽
し
い
!
を
モ
ッ
ト
ー
に
、子
ど
も
達
が
進
ん
で
運
動
遊

び
を
す
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
楽
し
か
っ
た
お
芋
掘
り
」

調
理
員　

後
藤 

千
名
美

　

秋
の
味
覚
と
い
え
ば・・・さ
つ
ま
い
も
!

　

十
一
月
二
日
、二
歳
児
が
あ
き
は
寮
で
芋
掘
り
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。当
日
は
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
秋
晴

れ
で
、芋
掘
り
日
和
で
し
た
。

　

保
育
園
ま
で
大
き
な
バ
ス
が
来
て
く
れ
て
、み
ん
な
ワ
ク
ワ

ク
で
す
。「
右
に
曲
が
り
ま
ー
す
。
」「
左
に
曲
が
り
ま
ー

す
。」と
大
は
し
ゃ
ぎ
。

　

あ
き
は
寮
に
着
い
て
、お
芋
の
話
を
聞
い
て
、さ
ぁ
芋
掘
り

ス
タ
ー
ト
。芋
づ
る
を
引
っ
張
る
と
少
し
ず
つ
さ
つ
ま
芋
が
顔

を
出
し
、土
の
中
に
隠
れ
て
い
る
さ
つ
ま
芋
が
出
て
く
る
と
、

「
さ
つ
ま
芋
だ
ー
。
」「
見
つ
け

た
ー
。」と
大
喜
び
。収
穫
の
喜

び
を
か
ら
だ
全
体
で
感
じ
と
り

表
現
す
る
子
ど
も
達
で
し
た
。

　

大
き
な
お
芋
、ユ
ニ
ー
ク
な
お

芋
、い
ろ
い
ろ
な
お
芋
が
採
れ
ま

し
た
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、

自
分
で
掘
っ
た
お
芋
を
大
事
そ

う
に
抱
え
て「
焼
き
芋
の
歌
」

を
歌
い
ま
し
た
。

　

採
れ
た
お
芋
は
お
家
へ
の
お

土
産
で
す
。食
卓
に
お
芋
の
料

理
が
並
ん
だ
か
な
?

　

秋
の
実
り
を
感
じ
、土
と
触

れ
合
え
て
、と
て
も
楽
し
い
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

マットのお山に登ったよ!おみやげ、どれにしようかな? はこぐるま、楽しかったね。

つぎはなにするのかな?

よし、がんばるぞ!

先生　がんばれ～!! ボクの顔とどっちが大きい?
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「
親
子
で
楽
し
む
運
動
会
」

保
育
士　

鈴
木　

惠

　

九
月
十
六
日
、第
一
回
め
い
わ
月
見
保
育
園
の
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
、『
親
子
で
楽
し
む
運
動
会
』

で
す
。か
け
っ
こ
や
リ
レ
ー・パ
ラ
バ
ル
ー
ン
に
加
え
親
子
で
触

れ
合
い
楽
し
め
る
競
技
を
取
り
入
れ
、各
ク
ラ
ス
名
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
親
子
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

〇
・一・二
歳
児
ク
ラ
ス
は
、手
を
繋
い
で
、で
こ
ぼ
こ
道
な
ど

を
歩
き
、抱
っ
こ
や
お
ん
ぶ
し
て
も
ら
い
親
子
で
ふ
れ
あ
う
ほ

ほ
え
ま
し
い
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。三
歳
児
ク
ラ
ス
は
、子
ど

も
達
が
自
分
で
作
っ
た
魚
を
釣
っ
て
得
意
げ
な
顔
を
親
に
見

せ
た
り
、親
子
で
海
色
の
す
ず
ら
ん
カ
ー
テ
ン
を
く
ぐ
っ
た
り

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。四・五
歳

児
ク
ラ
ス
は
、宇
宙
を
テ
ー
マ
に

親
子
一
緒
に
月
で
餅
つ
き
を
し
、

宇
宙
服
の
ボ
ー
ド
に
親
子
で
顔

を
出
し
て
記
念
写
真
を
パ
チ

リ
!
笑
顔
の
ゴ
ー
ル
で
し
た
。

　

か
け
っ
こ
や
リ
レ
ー
を
一
生
懸

命
走
る
姿
や
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
に

も
、応
援
す
る
大
き
な
声
が
体

育
館
に
響
き
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
最
後
は
、「
ダ
ン
ゴ
ム
シ

ロ
ッ
ク
」を
親
子
で
触
れ
合
い
な

が
ら
踊
り
身
体
を
動
か
し
ま
し

た
。

　

初
め
て
の
運
動
会
は
、感
動

と
笑
顔
の
温
か
い一日
に
な
り
ま

し
た
。

「
チ
ー
ム
・
ア
メ
ー
ラ
奮
闘
中
」

主
任
生
活
支
援
員　

鈴
木 

智
任

「
次
は
い
つ
藤
枝
へ
行
く
の
?
」と
利
用
者
の一
人
が
職
員
に
声
を
掛
け
て
き

た
。

「
次
は
ひ
と
月
く
ら
い
先
か
な
」と
職
員
。

「
そ
う
か
ー
、少
し
先
だ
な
」と
利
用
者
。

こ
ん
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
た
の
は
、藤
枝
市
に
あ
る
ト
マ
ト
の
栽
培
農
園
で

の
片
付
け
作
業
を
終
え
て
袋
井
学
園
への
帰
路
の
車
中
で
の
事
だ
。

　

藤
枝
市
に
あ
る
ア
メ
ー
ラ
と
い
う
品
種
の
ト
マ
ト
栽
培
を
行
っ
て
い
る
農

園
か
ら
の
依
頼
で
月
に
三
日
間
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
分
位
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
収
穫
の
終
わ
っ
た
四
千
本
の
苗
の
撤
収
と
、ハ
ウ
ス
内
の
清
掃
作
業
を
八
月

か
ら
行
って
い
る
。

　

初
め
て
の
外
注
作
業
で
期
日
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。職
員
側
に
も
ど
う
作

業
を
進
め
た
ら
良
い
の
か
、利
用
者
の
人
選
は
ど
う
す
る
の
か
と
不
安
な
点

も
あ
っ
た
が
、作
業
手
順
に
つ
い
て
は
職
員
同
士
で
相
談
し
形
と
す
る
事
が

出
来
た
。人
選
に
つい
て
は
普
段
の
活
動
の
様
子
な
ど
か
ら
、八
名
の
利
用
者

に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

期
日
も
あ
る
事
だ
し
メ
ン
バ
ー
の
利
用
者
は
指
示
ど
お
り
動
い
て
く
れ
る

だ
ろ
う
か
、勝
手
な
行
動
を
し
な
い
だ
ろ
う
か
と
不
安
も
あ
っ
た
が
、そ
の
心

配
は
す
ぐ
に
無
く
な
っ
た
。皆
、指
示
を
良
く
聞
き
又
、手
を
休
め
る
こ
と

も
無
く
黙
々
と
作
業
を
す
る
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

普
段
の
様
子
を
考
え
る
と
見
事
な
働
き
ぶ
り
に
驚

か
さ
れ
た
。目
新
し
さ
だ
け
で
な
く
彼
ら
な
り
に

「
自
分
は
選
ば
れ
た
」と
い
う
意
識
が
あ
る
の
で
は
と

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

車
は
袋
井
学
園
に
到
着
。

「
お
帰
り
!
」

車
か
ら
降
り
た
彼
ら
に
玄
関
に
陣
取
っ
て
い
た
仲
間

が
声
を
掛
け
る
。

「
た
だ
い
ま
!
」

「
疲
れ
た
な
あ
、大
変
だ
っ
た
ぞ
!
」

「
次
は
来
月
だ
って
」

答
え
る
言
葉
が
弾
ん
で
い
る
。

　

ひ
ま
わ
り
館
に
入
っ
て
い
く
彼
ら
の
背
中
が
、誇
ら

し
げ
に
見
え
る
の
は
、私
の
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か
?
。

「
最
初
で
最
後
の
と
っ
て
お
き
大
宴
会
ツ
ア
ー
」

生
活
支
援
員　

高
橋 

宏
志

　

六
月
二
十
四
日
・二
十
五
日
と
一
泊
旅
行
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。さ
て
、今
年
の
旅
行
は
い
つ
も
と
少
し
違
い
ま
す
。九
月

以
降
、現
在
利
用
し
て
い
る
六
十
名
の
約
半
数
の
方
々
が
、オ

ラ
ン
チ
を
離
れ
明
和
ふ
か
み
の
里
で
、新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、今
回
の
旅
行
は
、思

い
出
作
り
や
昔
話
で
盛
り
上
が

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
、参

加
人
数
約
六
十
名
に
よ
る
皆
さ

ん
参
加
型
、最
初
で
最
後
の
大

宴
会
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

行
き
先
は
浜
名
湖
舘
山
寺
。遊

覧
船
で
浜
名
湖
を
ゆ
ら
ゆ
ら
〜

と
満
喫
し
、そ
の
後
、温
泉
に
入

り
、一
番
の
目
玉
、大
宴
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ま
ず
は
皆
で

カ
ン
パ
ー
イ
!!
お
酒
が
入
り
、気

持
ち
良
い
雰
囲
気
の
中
、カ
ラ
オ

ケ
を
熱
唱
。
普
段
は
歌
わ
な
い

人
も
美
声
を
響
か
せ
て
い
ま
し

た
。仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
過
ご
し
、

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。最
後
に
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、健
康
に
過

ご
し
て
い
こ
う
と
団
結
し
、終
了

し
ま
し
た
。今
回
の
旅
行
が
、良

い
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ
て
く

れ
た
ら
と
、皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見

な
が
ら
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

抱っこをしてもらってゴールしたよ! お母さんと一緒に星を取ったよ

船上でポーズ!決め!!
私たちは2日目、

オルゴール館へ行きました。 ラ～ラララ～ルルルルゥ～ララ～♪
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「
防
犯
訓
練
」

目
標
工
賃
達
成
指
導
員　

池
谷 

昭
二

　

九
月
二
十
五
日
、袋
井
警
察
署
の
方
の
協
力
の
下
ワ
ー
ク
ス

つ
ば
さ
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で
、防
犯
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、訓
練
の
こ
と
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
知
ら
せ

ず
に
実
施
し
た
の
で
、利
用
者
の
方
の
反
応
は
様
々
で
、中
に

は
泣
き
出
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
し
た
。今
回
は
、予
め
袋

井
警
察
署
の
方
と
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、今
後
は
訓
練
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
よ
り
実

践
的
な
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。そ
の
訓
練
に
対
応
す
る
為
に
は
、職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
、職
員
全
員
が
共
有
す
る
約
束
事
な
ど
、細
か
な
部
分
ま

で
話
し
合
い
を
し
て
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ワ
ー
ク
ス
つ
ば
さ
で
は
現
在
、

六
十
数
名
の
利
用
者
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
の
作
業
場
で
作
業
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
職
員
に
し
て
も
、い
つ
も

全
員
が
施
設
内
に
い
る
わ
け
で

は
な
く
、少
人
数
で
利
用
者
さ

ん
の
作
業
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

時
も
あ
り
ま
す
。

　

課
題
を
一つ一つ
ク
リ
ア
し
て
い

け
ば
、し
っ
か
り
と
し
た
防
犯
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
出
来
上
が
る
は

ず
で
す
。今
回
の
防
犯
訓
練
を

通
じ
て
、ま
ず
私
達
が
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、職
場
全

体
で
話
し
合
う
場
を
早
急
に
作

る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

「
Ａ
グ
ル
ー
プ
〜
外
出
〜
」

生
活
支
援
員　

小
川 

拓
也

　

A
グ
ル
ー
プ
の
外
出
で
は
、食
事
や
買
い
物
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。食
事
は
、普
段
は
あ
ま
り
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ

う
な
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
お
店
を
選
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、み

な
さ
ん
と
食
べ
た
い
物
や
好
物
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
話
し
合
っ

て
決
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
外
出
で
は
、お
腹
一
杯
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
と
、バ
イ

キ
ン
グ
形
式
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
行
き
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
種

類
の
食
べ
物
が
あ
っ
て
選
ぶ
の
が
大
変
で
し
た
が
、皆
さ
ん
、思

い
思
い
に
食
べ
た
い
物
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。食
べ
て
い
る
最
中

は「
お
い
し
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。自
分
で
選
ん

だ
ご
飯
は
、よ
り
美
味
し
く
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。皆
さ

ん
と
、バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

昼
食
の
後
は
、買
い
物
を
し
ま
し
た
。今
回
は
靴
を
買
い
ま

し
た
。な
か
な
か
大
勢
で
買
い
物
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、皆

さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
靴
を
選
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
外
出
で
は
、と
て
も
楽
し
く
、怪
我
も
無
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。次
回
の
外
出
で
も
、楽
し
い
体
験
が

出
来
る
よ
う
に
健
康
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
社
会
見
学
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

作
業
指
導
員　

中
村 

多
己
之

七
月
八
日
に
蓬
莱
橋（
島
田
市
）を
渡
り
ま
し
た
。

不審者から身を守る方法を
皆さん真剣に聞いています。

不審者から無事、
全員避難できました。

たくさん食べました

おいしい

テラスで食事

いただきます♪

海をバックに一枚

今から蓬莱橋を渡ります。ガンバリます!

オ～ッ!長い～（全長897.422m）先はまだまだ？
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袋井学園袋井学園めいわ可睡保育園めいわ可睡保育園 明和第一保育園明和第一保育園 袋井学園めいわ可睡保育園 明和第一保育園

温
か
い
お
気
持
ち
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
団
体
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

※
個
人
名
に
つ
き
ま
し
て
は
承
諾
を
頂
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
駿
河
隻
真
流
剣
舞
会

・
ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会
社  
部
品
事
業
部

・
今
井
地
区
玉
ね
ぎ
植
え
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
磐
田
北
高
等
学
校

・
遠
江
総
合
高
等
学
校　

吹
奏
楽
部

・
吉
岡
す
ず
ら
ん

・
国
丸
一
座

・
ふ
く
で
未
来

・
一
八
会

・
メ
ロ
ン
健
ち
ゃ
ん

・
ゆ
ず
り
葉

・
パ
ル
ウ
ェ
ー
ブ

・
J
ス
タ
ー
ズ

・
な
で
し
こ

・
夢
の
会

・
石
上

・
は
ま
ゆ
う

・
G
2
&
B

・
勇
南
会

・
め
ぐ
み
の
会

・
お
や
じ
バ
ン
ド

・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト　

中
西
笑
み
こ

・
サ
ッ
ク
ス
奏
者　

鈴
木　

寿
昭

砂
越
徹（
音
響
）

・
袋
井
北
公
民
館
地
域
福
祉
部

・
袋
井
北
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

・
袋
井
西
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

・
西
村　

喜
代
次

・
原
田　

千
恵
子

・
磐
田
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

・
喜
美
乃
会

・
桔
梗
の
会

・
ハ
ッ
ピ
ー
オ
ー
ル
ズ

・
グ
リ
ン
ロ
ー
ズ　

鈴
木　

鉄
二

・
㈱
富
士
産
業

・
遠
州
中
央
農
協
袋
井
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー

・
袋
井
学
園　

家
族
会

・
虹
色
の
風

・
ハ
ヤ
シ
薬
局

・
袋
井
市
東
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

・
な
か
が
わ
一
級
建
築
士
事
務
所

・
㈱
東
榮
建
設

・
パ
イ
オ
ニ
ア
労
働
組
合

・
㈱
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

・
鈴
木　

和
昭

・
大
橋　

節
子

・
花
だ
い
こ
ん
の
会

・
ヤ
マ
ハ
モ
ー
タ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
労
働
組
合

・
森
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
ワ
ー
ク
ス
つ
ば
さ　

も
み
の
木
保
護
者

・
大
場　

茂
樹

・
衣
笠　

義
夫

・
野
田　

す
み
子

・
上
山
梨
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

・
に
じ
R
・
F

平
成
29
年
4
月
1

日
、
袋
井
学
園
開

園
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
!
袋
井
学

園
の
皆
さ
ん
、
職

員
で
祝
賀
会
を
行

い
ま
し
た
。

ピックアッ
プ

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
で
3
年
連

続
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
、今
年
度
「
名

人
位
」
に
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

エ
コ
パ
マ
ー
チ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
13
年
連
続
出

場
し
、
特
別
賞
を

受
賞
し
た
!

－ 11 －

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

寄
附
の
皆
様



編
集
及
び
発
行　

社
会
福
祉
法
人
明
和
会　
　

袋
井
市
広
岡
四
二
九
六

責

任

者　
　
　

八　

谷　

重　

之　
　

〇
五
三
八
ー
四
二
ー
三
二
二
八

No.72

印
刷　

杉
森
印
刷
株
式
会
社　
　
　
　

　
　
　
　

〇
五
三
ー
五
八
八
ー
七
七
一
一

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
eiw
akai.jp

め
い
わ
か
わ
ら
版 

編
集
委
員

石
田
美
乃
里 

馬
渕　
　

碧 

太
宰　

佳
澄 

山
口　

朱
美 

土
屋　

公
宜

佐
藤　

恵
子 

山
下　

和
子 

谷
末　

秋
男 

鈴
木　
　

恵 

村
松　

瑞
恵

黒
田　

真
成

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、寒
さ
に
負
け
ず
に
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も

体
調
を
崩
す
事
が
な
い
よ
う
に
、手
洗
い
・
う
が
い
を
し
て
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
!!

『
明
和
会
を
支
え
る
会
』へ
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
年

会

費　

一
口　

一
、〇
〇
〇
円

●
郵
便
振
替　

〇
〇
八
一
〇
・
七
・
二
一
六
二
七　

「
明
和
会
を
支
え
る
会
」宛

　

昨
年
度
は
、多
く
の
皆
様
よ
り
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。ま
た
、個
人
・
法
人
か
ら

の
明
和
会
へ
の
寄
附
金
は
税
法
上
の
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。詳

し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
明
和
会
を
支
え
る
会
」事
務
局　

Ｔ
Ｅ
L　

〇
五
三
八
ー
四
二
ー
三
二
二
八

相
談
窓
口

　

ご
家
庭
で
福
祉
に
関
わ
る
質
問
や
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

障
害
者
の
こ
と

　

●
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ラ
ッ
ク
」 

四
三
ー
〇
八
二
六

　

●
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
め
い
わ
ラ
ッ
ク
」 

八
四
ー
九
二
二
六

　

乳
幼
児
の
こ
と

　

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

四
三
ー
五
八
九
九

　

高
齢
者
の
こ
と

　

●
袋
井
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

四
八
ー
五
三
三
五

今年も、にじさんから
クリスマスプレゼントが
届きました。

今年も、にじさんから
クリスマスプレゼントが
届きました。

にじさん あり
がとう

にじさん あり
がとう

めいわ　
つきみ

ほいくえ
んの

おともだ
ち

メリーク
リスマス

みんなで
　なかよ

く

あそんで
ね

にじR
F

めいわ　
つきみ

ほいくえ
んの

おともだ
ち

メリーク
リスマス

みんなで
　なかよ

く

あそんで
ね

にじR
F

めいわ月見保育園、明和第一保育園、

明和第二保育園、めいわ可睡保育園に

プレゼントと手紙が届けられました。

温かい贈り物をありがとうございました。

めいわ月見保育園、明和第一保育園、

明和第二保育園、めいわ可睡保育園に

プレゼントと手紙が届けられました。

温かい贈り物をありがとうございました。

か
わ
ら

か
わ
ら
版

め
い
わか
わ
ら

か
わ
ら
版

か
わ
ら

か
わ
ら
版

め
い
わ

め
い
わ
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